
第３回 無降雨時等の崩壊研究会

【資料-1】 火砕流台地周縁斜面

における水文観測

【資料-1】



1．火砕流台地周縁斜面における水文観測の概要

地下水の集中する可能性のある渓流におけ
る降雨と地下水（流量・水質）との関係性を
把握するために、耶馬渓地域・南大隅地域に
おいて、水文・水質情報の観測を実施した。
特に、一連降雨後、無降雨時期間に流量の増
加が観測されるような現象に着眼した。

計測項目 観測方法 データ頻度 備 考

電気伝導度(EC) 計器による
連続観測

1回/h

水素イオン濃度(pH) 計器による
連続観測

1回/h

流 量
簡易堰における

連続観測
1回/h H-Q式より流量に換算

【水文観測項目一覧】

※観測は2019年7月より実施

【降雨と地下水(流量・水質)の関係性イメージ】

耶馬渓地域

南大隅地域

【水文観測の概要】
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電気伝導度(mS/m)降水量(mm/日)
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流量(L/分)降水量(mm/日)
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水素イオン濃度)降水量(mm/日)

耶馬渓地域の水文観測結果の概要は以下の通りにまとめられる
① 降雨後、速やかに流量の増加、EC・pHの減少が認められるため、地表流の混在が考えられる
② 降雨後、増加した流量や減少したEC・pHは数日間で降雨前の値に戻る傾向が認められる
③ 降雨後、無降雨時期間に流量が増加するような現象は認められなかった

【耶馬渓地域観測結果】

２．耶馬渓地域観測結果

【2019年6月18日～2020年8月19日】

土砂流出による河道変更により堰に
全流量が捕捉できていない期間

②流量ピークから数日で降
雨イベント前の値に戻る

①降雨後直ちに流量ピークが認められ
る。併せて、ECも減少していることから
地表流が混在していると考えられる。

pH計の故障により欠損 新型ｺﾛﾅによるデータ回収不可により欠損

新型ｺﾛﾅによるデータ回収不可により欠損

総雨量514mm (7/3 10:00～7/8 8:00)
24時間雨量286mm(7/612:00～7/7 12:00) 流量(L/分)
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南大隅地域の水文観測結果の概要は以下の通りにまとめられる
① 降雨後、速やかに流量の増加、EC・pHの減少が認められるため、地表流の混在が考えられる
② 降雨後、増加した流量や減少したEC・pHは2～3時間程度で降雨前の値に戻る傾向が認められる
③ 降雨後、無降雨時期間に流量が増加するような現象は認められなかった
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電気伝導度(mS/m)降水量(mm/日)
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３．南大隅地域観測結果（１）
【南大隅地域観測結果】

【2019年6月20日～2020年8月21日】 ②流量ピークから数時間で
降雨イベント前の値に戻る

①降雨後直ちに流量ピークが認められ
る。併せて、ECも減少していることから
地表流が混在していると考えられる。

観測堰への多量の土砂流入に
よる観測データの不確実性期間

新型ｺﾛﾅによるデータ回収不可により欠損

新型ｺﾛﾅによるデータ回収不可により欠損

総雨量598.5mm (7/3 2:00～7/11 13:00)
24時間雨量217mm(7/3 4:00～7/4 4:00) 流量(L/分)
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４．南大隅地域観測結果（２）
【南大隅地域観測結果(鹿児島大学の観測)】

■ 2019年6月下旬～同年7月上旬の一連の降雨後に
1～2日程度継続して高い流量が観測された

※令和元年7月豪雨時の南大隅水文観測データ(鹿児島大学提供資料)

１）2019/7/3～7/4にかけて連続的に降雨を観測した
２）2019/7/4朝方には終了した
３）流量は2019/7/4朝方～7/5夜中の約2日程度継続

して高い値を示した

鹿児島大学水文観測設置状況

一連の降雨後に流量が高い
期間が2日程度続いた

24時間連続降雨205mm
（7/3 7:00～7/4 6:00)

総雨量751mm
(6/26 1:00～7/4 6:00)

鹿児島大学
水文観測箇所
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【火砕流台地周縁斜面における水文観測結果】

南大隅地域では降雨に対して流量の応答が俊敏で低減速度も早いが、耶馬渓地域では元の流量
に戻るまでの低減速度は南大隅地域に比べ遅い傾向がある
南大隅地域の北側の観測点において、総降雨量が大きな一連の降雨後に1～2日程度流量が高い
状態が認められたが、両地域において、一連の降雨後の無降雨時期間に流量の増加が観測さ
れるような現象は認められなかった

５．火砕流台地周縁斜面における水文観測結果まとめ

【耶馬渓地域】 【南大隅地域】

観測地点 台地頭部からの比高差約160m 台地頭部からの比高差約60m 台地頭部からの比高差約100m

降雨に対する応答

・降雨に対して、増加時は俊敏であ
るが、低減速度はゆっくり

・降雨に対して増加時は俊敏であり、
低減速度は早い

・降雨に対して増加時は俊敏であり、
低減速度は早い
・累積雨量が多いと1,2日程度流量
が高い状態が観測された

南大隅水文観測地点周辺の地質模式断面

無降雨時の反応 一連の降雨後の無降雨時期間に流量の増加は認められない

【鹿児島大学観測地点】

耶馬渓水文観測地点周辺の地質模式断面
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